小中学生を対象とした「雪を作ろう」実験出張授業の実施と問題点の考察 by 竹井 巖





Examination of Problems in Carrying out Visiting Classes of an "Artificial Snow" 
Experiment for Elementary and Junior High School Pupils
Iwao Takei





竹井 巖＊   
 
Examination of Problems in Carrying out Visiting Classes of an "Artificial 
Snow" Experiment for Elementary and Junior High School Pupils   
 
Iwao Takei＊ 
Received November 30, 2012  
Abstract 
 Visiting classes of an  artificial snow  experiment were carried out at elementary and 
junior high schools (for total 1476 pupils in 45 classes) of Ishikawa Prefecture from 2004 to 
2011. Purpose of the visiting class is to let the pupils experience fun to scientific 
experiment and to help them to be interested in science more. Details of the  artificial snow  
experiment and the pupils  reaction to the class were shown. In the results of a 
questionnaire after class (by 414 pupils of 13 classes), 98% of the pupils have expressed 
that it was fun to experiment and 90% have come to have an interest in science. Actual 
problems in the visiting classes of the  artificial snow  experiment were examined.   
 
１．はじめに 


















































絶対視しないとする『確かな学力の向上のための 2002 アピール「学びのすすめ」』6 )が、省庁















は、3 年間実施され、平成 17 年(2005)度をもって終了した。











 本稿は、この経緯の中で著者が小中学校へ出張して科学実験教室を実施（のべ 45 教室、対
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 写真３ (a)平松式人工雪発生装置による雪   (b)釣り糸上にできた樹枝状雪結晶 
        






























































 写真３ (a)平松式人工雪発生装置による雪   (b)釣り糸上にできた樹枝状雪結晶 
        






































  「雪の結晶の形がどうしていろいろあるのか」 
  「どうしてダイヤモンドダストは浮かんでいるのか」 

















































ア とても楽しかった    80.0％ 
イ 楽しかった   17.9％ 
ゥ ややつまらなかった 2.2％ 
エ つまらなかった 0.0％ 
    
『自然や科学、理科に対する興味・関心は高まりましたか』の設問に対して、 
 
ア とても高まった   48.6％ 
イ 高まった   41.6％ 
ゥ あまり高まらなかった 8.7％ 








  「雪の赤ちゃんであるダイヤモンドダストがきらきらとして、とてもきれいだった」 
  「ダイヤモンドダストが赤色や青色、黄色に光って、オーロラみたいにきれいだった」 
  「雪の赤ちゃんをしゃぼん膜でつかまえるのが楽しかった」 
  「ペットボトルの中で雪が枝のようにどんどんくっつくのが不思議だった」 
  「部屋の中で雪をつくることができて、驚いた」 
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 「雪を作ろう」実験を行う出張科学実験授業を、石川県内の小中学校で 2004 年から 2011
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日時 場所 学年 人数 備考
科学実験サポーター事業「雪をつくろう（みずのすがたとゆくえ）」
 2003. 9.18 14：05-15：40 能登町立宇出津小学校 4年生 41名
 2003. 9.25 14：05-15：40 加賀市立東谷口小学校 5,6年生 20名
 2003. 9.26 14：05-15：40 辰口町立中央小学校 4年生 37名
 2004.10.28 13：40-15：40 志雄町立樋川小学校 4年生 29名
 2005.11.22 14：00-15：35 輪島市立河井小学校 5年生 63名
 2005.11.25 13：45-15：15 志賀町立堀松小学校 5,6年生 30名
 2006. 2.14 10：35-12：15 白山市立石川小学校 5年生 61名
 2007. 2.14 13：50-15：20 中能登町立御祖小学校 5,6年生 28名 $（：アンケート）
 2007. 1.30 10：30-12：00 野々市町立菅原小学校 6年生 42名 $
 2007. 1.30 14：00-15：30 野々市町立菅原小学校 6年生 41名 $
 2007.11.30 10：40-12：20 野々市町立館野小学校 5年生 37名
 2007.11.30 13：50-15：30 野々市町立館野小学校 5年生 38名
 2007.12. 4  8：40-10：20 金沢市立西小学校 5年生 32名
 2007.12. 4 10：40-12：20 金沢市立西小学校 5年生 33名
 2007.12.19  8：40-10：10 金沢市立大徳小学校 5年生 30名
 2007.12.19 10：30-12：00 金沢市立大徳小学校 5年生 30名
 2007.12.19 13：50-15：20 金沢市立大徳小学校 5年生 30名
 2008.11.26 10：40-12：00 金沢市立伏見台小学校 4-6年生 33名 $
 2008.12. 2 10：40-12：15 川北町立橘小学校 5年生 20名 $
 2008.12. 5  8：45-10：20 金沢市立森山町小学校 5年生 32名 $
 2008.12. 5 10：35-12：15 金沢市立森山町小学校 5年生 33名 $
 2008.12. 9  8：40-10：20 金沢市立西小学校 5年生 20名 $
 2008.12. 9 10：40-12：20 金沢市立西小学校 5年生 20名 $
 2009. 2.24 10：35-12：20 野々市町立野々市小学校 5年生 38名 $わくわく理科教室
 2009. 2.24 13：50-15：30 野々市町立野々市小学校 5年生 39名 $わくわく理科教室
 2009.11.10 10：35-12：15 能美市立浜小学校 5年生 39名
 2009.11.10 13：45-15：25 能美市立浜小学校 5年生 38名
 2009.11.11 10：35-12：15 能美市立浜小学校 5年生 37名
 2009.11.17 10：35-12：15 金沢市立浅川小学校 5,6年生 18名
 2009.11.18 10：35-12：15 能美市立寺井小学校 5年生 30名 $
 2009.11.18 13：45-15：25 能美市立寺井小学校 5年生 29名 $
 2009.11.20 10：35-12：15 能美市立寺井小学校 5年生 30名 $
 2009.11.26  9：15-11：05 小松市立寺井小学校 5年生 9名
 2009.11.26 13：50-15：30 野々市町立野々市小学校 5年生 27名
 2009.11.27 10：40-12：20 野々市町立野々市小学校 5年生 27名
 2009.11.27 13：50-15：30 野々市町立野々市小学校 5年生 27名
 2009.12. 1 10：35-12：15 金沢市立材木小学校 5年生 34名
 2009.12. 2 10：35-12：15 金沢市立西小学校 5年生 31名
 2009.12. 2 13：50-15：30 金沢市立西小学校 5年生 32名
 2009.12. 3 13：50-15：30 川北町立橘小学校 5年生 31名
 2009.12. 8 10：35-12：15 白山市立蕪城小学校 5年生 36名
 2009.12. 9 10：35-12：15 白山市立蕪城小学校 5年生 35名
 2009.12. 9 13：50-15：30 白山市立蕪城小学校 5年生 35名
 2011. 2.22 13：40-15：20 珠洲市立宝立中学校 1-3年生 48名
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